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患者さん，患者さんの家族のためのガイドブック発刊によせて

整形外科は，骨，関節，背骨，筋肉，神経などの「運動器」の疾患を治療対象としています。

運動器は体を動かすための器官ですので，その疾患は「思うように体を動かせない，体が動か

ない」ことになり，日常生活において移動や立ち居振る舞いが不自由になることになります。

日本整形外科学会では運動器の疾患に対して良質の医療を患者さんに提供できるよう，平成

14年以来，特に頻度の多い疾患を選び，「診療ガイドライン」をつくってまいりました。これ

は，今までに世界中で行われてきた研究の成果や専門家の意見をまとめたもので，基本的に医

師向けに書かれたものです。

今回は，これまで作成した「診療ガイドライン」をもとに，患者さん，患者さんの家族の方

ができるだけ読みやすくなるような解説書を作成することといたしました。医師向けの医学書

は専門用語など難解な言葉が多く，一般の方々にはわかりにくいことがありますので，これら

を解説し，出来るだけ読みやすくなるように努めています。皆様からよくお聞きするご質問の

内容，また，ぜひ医師側から皆様に知っておいていただきたいことも書くようにいたしました。

患者さんが，治療法を決めるなどの判断をされる場合に，あるいは適切に症状や疾患に注意を

払っていただくために，場合によっては無用のご心配が避けられるように，この解説書が助け

になればと願っています。

日本整形外科学会はこれからも運動器の疾患に対して，良質の医療が提供できるよう努力し

てまいりたいと思います。

2007年10月

 日本整形外科学会理事長

 中村耕三
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